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各種クリーナーや殺虫剤、塗料などの表示には取り扱い上の注意や応急処置などが記

載されています。しかし、各国の化学品の危険有害性に関する分類表示制度が統一され

ていません。そこで、国連は世界的に統一された分類・表示により、労働者、消費者、

輸入関係者、救急対象者に化学品の危険有害性を分かりやすく知らせることを目的とし

た仕組みを定めました。その仕組みが国連勧告「化学品の分類及び表示に関する世界調

和システム（ＧＨＳ）」です（図１参照）。これまで、労働者安全の確保のために普及し

てきましたが、消費者向け製品への表示に対する動きもみられ、現在、石けん・洗剤、

塗料、接着剤、殺虫剤、芳香剤、ワックス、絵の具などの関連業界がＧＨＳ対応を進め

ています（図２参照）。 

 

このような背景の下、独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE）では、製造事業者

や輸入業者などのＧＨＳ対応を支援するために、厚生労働省、経済産業省及び環境省が

実施したＧＨＳ分類結果等の情報を公開しています。今回今回今回今回新新新新たにたにたにたに、、、、約約約約 370370370370 物質物質物質物質がががが追加追加追加追加ささささ

れれれれ、、、、全体全体全体全体でででで約約約約 2200220022002200 物質物質物質物質になりますになりますになりますになります。。。。追加分追加分追加分追加分にはにはにはには例例例例えばえばえばえばリチウムリチウムリチウムリチウム電池電解液原料電池電解液原料電池電解液原料電池電解液原料、、、、写真現像写真現像写真現像写真現像

液液液液、、、、炭酸炭酸炭酸炭酸ガスガスガスガス吸収剤吸収剤吸収剤吸収剤などになどになどになどに使用使用使用使用されされされされているているているている水酸化水酸化水酸化水酸化リチウムリチウムリチウムリチウムがががが含含含含まれていますまれていますまれていますまれています。。。。 

 

当機構はより一層、企業における化学物質管理法令の遵守及び自主管理を促進し、自

治体における化学物質管理を推進、国民における化学物質の安全性に関する理解を深め

るために、化学物質管理に関する情報を適切に提供していきます。 

 

「「「「GHSGHSGHSGHS」」」」公開公開公開公開ページページページページＵＲＬＵＲＬＵＲＬＵＲＬ    

http://www.safe.nite.go.jp/ghs/http://www.safe.nite.go.jp/ghs/http://www.safe.nite.go.jp/ghs/http://www.safe.nite.go.jp/ghs/listlistlistlist.html.html.html.html    
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 製品評価技術基盤機構 

  

「「「「化学品化学品化学品化学品のののの危険有害性危険有害性危険有害性危険有害性にににに関関関関するするするする分類表示制度分類表示制度分類表示制度分類表示制度へのへのへのへの対応対応対応対応についてについてについてについて」」」」のごのごのごのご案内案内案内案内 

お問い合わせ先 
  独立行政法人製品評価技術基盤機構 
 
   化学センター情報業務課 竹田、中川 
    電話：０３０３０３０３－－－－３４８１３４８１３４８１３４８１－－－－１１１１811811811811（（（（直通直通直通直通））））  ＦＡＸ：０３０３０３０３－－－－３４８１３４８１３４８１３４８１－－－－2900290029002900    
    eeee----mmmmail:ail:ail:ail:    safe@nite.go.jpsafe@nite.go.jpsafe@nite.go.jpsafe@nite.go.jp 

 



 

 
図 1：ＧＨＳ分類表示（物質名：水酸化リチウム） 

 

 

   
 

図 2：消費者製品で表示されている例（物質名：次亜塩素酸ナトリウム） 


